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「発災直後、蛇口から水が出ない状況で、小さなこどもたちを預かることがとても大変でした」 

 令和６年１月１日、石川県能登地域で大きな地震災害が発生してしまいました。全国の会員の皆

様や園長会の先生方からご支援いただいた寄付金を届けるために、４月１５日被災地にある公立園

を訪問した際にお聞きした園長先生の言葉です。コロナ対策用のウェットティッシュの備蓄が残さ

れていたため大変助かったということでした。公の備蓄品の適宜使用や災害時の非常事態において

も公務員としての矜持を忘れることなく、地域の困難に公の意思を個人で持ちつつ行動いただいた

皆様に、心から感謝を伝えたいと思います。このこと一つをとっても、公立園の地域での存在意義

が大きなものであると、関係各位に申し上げたい。 

私たちは、日本という国で、かけがえのない日常を享受しているということを再認識しなければ

なりません。「国家百年の計は、教育にあり」と言われながら、その基礎を培う公の幼児教育の現場

が存続の危機に瀕しています。 

幼児教育は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとされているものの、時代に即した高

い水準の環境が、全国において画一に提供されているとは言えない状況があります。私たちＰＴＡ

会員は、それらの格差を是正し、すべてのこどもたちが全国どこにいても質の高い日本の幼児教育

を享受することができる社会を目指しています。その実現のため、安全安心にこどもたちを育むこ

とのできる環境を整備し、保育により幅広いこどもたちの受け皿を担いつつ、国の礎を築く教育で

ある公の幼児教育に配慮いただいた予算の配分にご助力を賜りたいと思います。 

私たち全国国公立幼稚園・こども園ＰＴＡ連絡協議会は、こどもたちが希望を持ち続けることの

できる未来のために、その責任の重さを自覚し、創意と知恵を結集して幼児教育・保育の充実に尽

力いたします。どうか、すべてのこどもたちが、恵まれた環境のもとで最高の幼児教育・保育が受

けられますようご高配を賜りたく、ここに要望いたします。 
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全国国公立幼稚園・こども園ＰＴＡ連絡協議会 
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１ 国策として、幼児教育（保育）振興・充実を図っていただきたい。  

   国公立幼稚園・こども園が、すべての自治体に設置され、幼児教育の地域間格差を是正

し、幼児教育を希望するすべての幼児が就園できるよう、次の項目を強く要望します。 

(1)  幼児教育を普通教育の範疇と捉え、義務教育化するための議論の開始 

(2)  3年保育の実施拡大 

(3)  待機児童対策として、子育ての支援及び預かり・延長保育のための財政措置 

(4)  財政難を理由にした国公立幼稚園・こども園の統廃合や民営化の抑制 

(5)  子ども・子育て支援新制度における認定こども園の推進に対し、従来の幼児 

           教育の質の高さの承継  

                                              

２ 幼児教育環境の整備・拡充を図っていただきたい。 

    国公立幼稚園・こども園は小・中・高等学校と比べて教育環境において様々な格差があ

ります。 幼児教育充実のため、きめ細やかな教育環境の整備、セーフティーネット拡充の

観点より、人的、物的、及び制度的環境の整備がなされるよう、次の項目について特段の

ご高配をお願いします。 

(1)  専任園長、副園長・教頭、養護教諭、事務職員の配置 

(2)  発達の特性に応じたきめ細やかな指導をするための正規教員数の確保 

(3)  幼児教育専門の指導主事の配置  

(4)  安全管理・危機管理の人員・施設・設備等の改善  

(5)  幼稚園・こども園施設の防・減災対策に資する安全性の向上事業の推進 

(6)  時勢に適応するためのＩＣＴ環境の整備 

(7)  地域・家庭の教育力維持・承継につながる保護者研修機会への支援 

  

３ 国公立幼稚園・こども園教職員の職責にふさわしい処遇を図って

いただきたい。 

人格形成の基礎を培う重要な幼児期の教育にかかわる幼稚園・こども園教職員待遇改善

と、資質向上を目指し、次の項目実現のための制度の確立をお願いします。 

(1)  幼稚園・こども園教職員に対する教育職俸給表の適用  

(2)  ライフステージに応じた研修経費の確保 

(3)  正規雇用の促進 


